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【キーワード：外国語学習、学習環境、学習継続、動機、遠隔接触場面】 

 

１．研究の背景・目的・先行研究 
学習者の多様化ということばが注目され始めて久しいが、その意味範疇は学習動機や学

習環境へも及んでいる。海外に目を向けると、母語話者との接触場面が皆無に等しいよう

な環境下においても学習者が存在している。一体どのような要因が、そのような学習者の

学習を支える原動力となっているのだろうか。本研究は外国語環境下における日本語／英

語の学習者を対象に、彼らの言語学習ヒストリーに注目し、そこから学習継続の実態とイ

ンターネットを利用した母語話者との交流の効果を調査した事例研究である。研究課題は、

1）外国語学習者の学習環境と学習の継続要因を探る、2）遠隔接触が参加者の学習動機や

成果に及ぼす影響を明らかにする、3）言語の社会化を目指した IT 利用の外国語学習活動

へ提言を行う、の 3 つである。分析・考察は、動機に着目して行う。先行研究として、①

第二言語習得論、②動機、③IT 利用の外国語学習、④言語学習ヒストリー（Language 
Learning Histories、以下 LLHs）、⑤言語の社会化理論、の 5 項目を本研究の基盤として

位置づける。 
 

２．調査概要 
調査協力者は、米国在住の日本語学習者 36 名と英語学習者 15 名の計 51 名である。い

ずれの学習者も母語話者との接触場面が少ないことが特徴として挙げられる。協力者は全

員大学に属し、2009 年 3 月から 5 月までインターネットを利用した遠隔接触場面に参加

した。この期間中に「LLHs」「遠隔接触に関する評価シート」「フォローアップ・インタ

ビュー（以下 FUI）」の調査協力を依頼し、全ての調査回答者である 14 名を分析対象者と

した。分析・考察は、LLHs（Murphey et. al. 2004）と動機構成概念（Shoaib & Dörnyei 
2004）を統合した作業枠組を用い、協力者の回答の中から動機構成概念の各項目に当ては

まるものを抽出し当てはめていくという、照合アプローチを採用した。過程志向アプロー

チ（Dörnyei & Otto 1998、ドルニェイ 2005）も適宜利用し、動機の変容とその時の具体

的な行動例の分析を試みた。 
 

３．調査結果 
学習継続のための動機を高める諸要因として「学習支援者の存在」「自己効力感」「成功

体験」「自律学習」が大変重要な役割を担っていることが明らかになった。学習環境につい

ては、学習リソースと教室内外のインターアクションの視点から分析・考察を試みたが、

学習リソースについては大衆文化を好む姿勢が自律学習と密接な関係があること、さらに

インターネットを中心としたメディアが積極的に利用されていることが明らかになった。

教室内外のインターアクションに関しては、外国語学習環境の場合、NS との交流場面は

限られてしまうが、本研究からは、母語話者や非母語話者を問わない目標言語話者といか

に学習者本人が意味のある交渉場面を創出できるかが、外国語学習／習得の促進を考える

際非常に重要であること、さらにインターアクションの積み重ねが、学習継続を考える上

でも動機へ肯定的な効果を伴うことが実証された。 
 遠隔接触の効果については、「教室という壁の崩壊」「視野の拡大」「情意面への働き」「言



語の社会化の促進」という観点で多様な成果をもたらしたことが明らかになった。また、

タンデム・ラーニングが「異文化リテラシー育成」の観点からも非常に有効的であること

が実証されたため、今後はファシリテーター的な教師の役割も検討しつつ、IT 利用の外国

語学習の 1 つの手段として、タンデム・ラーニングを推進することが期待される。 
調査結果から、第二言語習得研究において LLHs 法が優れた質的データ手法であること

が明らかになった。今後は、LLHs の応用法について検討しつつも、データ手法として利

用するだけでなく、教師・学習者だけではなく、クラスメートも含めた教室内全体での総

合的な学習の手段として LLHs を積極的に利用することも必要だろう。 
 
４．今後の課題 

LLHs の効果的な活用方法の検討とその使用の推進が必要である。学習継続のための動

機を高める諸要因に関しては、今後の追跡調査や、学習継続を断念した外国語学習者にも

調査を行い、学習継続者に対する調査結果との総合的な考察を経て、継続要因を検討し、

教育現場への応用方法を探求することが求められる。最後に、学習動機と大衆文化の深い

つながりが明らかになったため、大衆文化と動機の関わりに焦点を当て、教育現場への応

用法を検討した研究に取り組んでいくことも課題として挙げられる。 
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